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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成23年８月12日に提出した第88期第２四半期（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）四半期報告書の記載

事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであ

ります。

　

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

４　財務状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(2)キャッシュ・フローの状況

　

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿線で示しております。

　

第一部　【企業情報】

第２　【事業の状況】

４　【財務状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（2）キャッシュ・フローの状況

　

<訂正前>

（前略）　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は200億円（前年同期は106億円の収入）となりました。これは主に、子会社株式の取得に

よる支出154億円、有形固定資産の取得による支出29億円があったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は137億円（前年同期は13億円の支出）となりました。これは主に、長期借入れによる収

入145億円、コマーシャル・ペーパーの純増加額340億円があった一方、短期借入金の純減少額25億円、長期借入金の返済

による支出110億円、社債の償還による支出200億円、ファイナンス・リース債務の返済による支出９億円があったこと

等によるものです。

　

　

<訂正後>

（前略）　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は200億円（前年同期比94億円、88％増）となりました。これは主に、子会社株式の取得に

よる支出154億円、有形固定資産の取得による支出29億円があったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は137億円（前年同期比123億円、926％増）となりました。これは主に、長期借入れによる

収入145億円、コマーシャル・ペーパーの純増加額340億円があった一方、短期借入金の純減少額25億円、長期借入金の返

済による支出110億円、社債の償還による支出200億円、ファイナンス・リース債務の返済による支出９億円があったこ

と等によるものです。
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